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研究計画内容 今後の日本の将来を左右し、多くの国民が政治に参加することができる最も簡単な

手段である選挙。近年の長期不況や失業率の増加などを受け、政治に対しての国民の

関心も高まってきました。去年の衆議院選挙は、マスコミなどによって政権交代の是

非が問われ、一層注目され投票率も前回の衆議院選挙に比べると上がりました。しか

し、まだまだ日本の投票率は高いものとは言えない。せっかく与えられた選挙権を使

わないのはもったいない。では、どうすれば選挙に参加する人が増えるのだろうか？

つまり、投票率を上げることができるのだろうか？ 

この発表では、現在の日本の選挙に関するデータを用いて世代間の選挙に対する意

識格差を調べるとともに、海外諸国の投票率との比較などを行い、投票率が高い国の

選挙制度の仕組みを調べた。 

結果、私たちは投票手段を今より簡素化すること。選挙に行くことのメリットを増

やすこと。なおかつ、選挙のクオリティーを下げないようにすること。以上の３つの

条件を満たした政策を打ち出せれば間違いなく今よりも投票率を上げることが可能だ

と考えました。具体的な政策案は当日発表いたしますので、我々の発表をリアルタイ

ムで聞きに来てください。 

選挙権を得たばかりの私たちだからこそ選挙権を大切にしたい、みなさんにもっと

選挙のことを知ってもらい選挙に参加していただきたいと考えています。１票くらい

関係ないと思わずに是非選挙に行ってください。そして、選挙に行く手始めに AKB ふ

ぉーてぃーせんきょの発表を聞いてみてください。 

 


